
選択領域

講習の区分 受講者が任意に選択して受講する領域

講習の名称 国語指導の基礎（てびき）の源

受講者定員 12人

受講対象者 小学校教諭、中・高等学校（国語科）教諭

開　 設　 日 平成30年7月26日

講習の形態 主として講義

講 習 時 間 6時間

講 習 会 場 鳴門教育大学　地域連携センター　２階　多目的教室　（予定）

担 当 講 師 村井　万里子

受　 講 　料 6,000円

講習の内容

本講座は、音読の価値と技能について識見を高め、次の2点について音読を「て
びき」として使うための基礎を築きます。①「自然に意味の伝わる音読」とはどうい
うものか。②音読によって作品を味わう「暗誦」への興味を育てるにはどうする
か。

講習のねらい
１．見落とされている「音読」の真の価値について識見をもつ。２．「てびき」として
学習者示す「良き音読」の内容を具体的に探求する。３．個人が言語文化を担い
発展させる拠り所として「暗誦」に興味をもつ。

講習到達目標

次の事項について理解し、説明し、実演することができる。
①「音読」の価値（自然に意味の伝わる読み方）を内容・理念として理解する。
②「音読」の実習（読む・聞く）によって、音読の難しさ・面白さについて具体的に知る。
③「私の古典」づくりに役立つ「暗誦」活動について理解と意欲をもつ。
④「私の詞華集（アンソロジー）」づくりに興味をもつ。
⑤「てびき」とはどういうものか、について識見をもつ。

平成30年7月26日
　　　８時５０分～　９時００分　オリエンテーション
　　　９時００分～１０時３０分　講義
　　１０時４０分～１２時１０分　講義
　　１２時１０分～１３時００分　昼食休憩
　　１３時００分～１４時３０分　講義
　　１４時４０分～１６時１０分　講義
　　１６時１８分～１６時２０分　試験説明
　　１６時２０分～１７時００分　履修認定試験
　　１７時００分～１７時１０分　事後アンケート、連絡事項

履修認定試験の方法 筆記試験

成績評価
成績評価は、講習の担当者が作成した試験の成績から判断します。
履修認定試験の結果、受講者の理解が到達目標に達したと認める場合は成績審査に合
格した者としますが、その際の評価は６０点以上の採点をもって行います。

持参するもの 筆記用具

その他 受講申込みについては、「募集要項」を参照してください。
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講習スケジュール


